　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
［研究の概要・成果等］

	[bookmark: _Hlk181285097]各項目について、当初の研究計画及び各年度の研究計画と対応させつつ、具体的に記載してください。


(1)研究概要（全期間を通じた研究の目的・実施状況）

共同研究報告書作成に当たって留意すること
○本留意事項の内容を十分に確認し、共同研究報告書の提出時にはこのテキストボックスごと削除すること○
※留意事項 
i. 共同研究報告書の他の項目については電子申請システム上で直接入力して作成してください。
ii. 本ファイルは、PDFの形式に変換してから電子申請システムを通じて提出してください。
iii. これまでの実施計画書、実施報告書の内容を踏まえて記載してください。
iv. 適宜記入欄を拡大して構いません。フォントの指定はありませんが、10.5ポイント程度を推奨します。
v. アップロードするファイルは、合計で10頁以内とする必要があります。
vi. 本報告書は、本共同研究の成果として項目[派遣・受入実績]を除き振興会ウェブサイトに掲載します。また、本報告書を本会の事業報告として刊行する場合、内容に影響しない範囲で修正を行うことがあります。知的財産権等の事情で本報告書の一部の公開を希望しない場合は、対応についてあらかじめ振興会担当者に相談してください。
vii. 振興会の事業報告等に記載するための適当な図・写真等があれば､説明を付して添付してください。
viii. この報告書は、事後評価の評価資料として使用します。

○本留意事項の内容を十分に確認し、実施計画書の提出時にはこのテキストボックスごと削除すること○



(2)学術的価値（本研究により得られた新たな知見や概念の展開等、学術的成果）








(3)相手国との交流（本研究による国際共同研究の活性化や、両国の研究者が協力して学術交流することによっ
て得られた成果）






(4)社会的貢献（社会の基盤となる文化の継承と発展、社会生活の質の改善、現代的諸問題の克服と解決に資
する等の広い意味での社会的貢献はどのようにあったか）



(5)若手研究者養成への貢献（若手研究者養成への取組、成果）







(6)将来発展可能性（本事業を実施したことにより、今後どの様な発展の可能性が認められるか）







(7)その他（上記(2)～(6)以外に得られた成果があれば記載してください。）









［今後の展望］
	今後の国際共同研究・協力体制の維持・発展に向けた展望について、具体性・実現可能性等を踏まえて、継続的に展開していくための計画を記載してください。




［最終年度実施状況］
	· 最終年度実施計画書の「当該年度実施計画の概要」の内容と対応させつつ、最終年度のみの実施状況を、研究内容に関する記述も含め、具体的に記載してください。再委託を行った場合は、それぞれの実施状況がわかるように記載してください。
· 当該年度又は前年度（複数年契約を締結し繰越を行った場合）の各費目における増減が研究経費総額の50%（この額が300万円を超えない場合は300万円）に相当する額を超えた場合は、その理由と費目の内訳を変更しても計画の遂行に支障がないと考えた理由を記載してください。



	
